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-----------------------------------------------------------


郵便振替00170-6-445473 加入者名大野哲夫











調布「憲法ひろば」は十二月十一日、第五八回例会を開催。『異評・司馬遼太郎』（草の根出版会刊・二〇〇六年に発行）で「司馬史観」批判に先鞭をつけた岩倉博さん（写真、元東京労連事務局長）を招いて、あくろす三階ホールに三〇人が集いました。今回は、鈴木が司会、以下のレポートは下石原在住の近田三男さんにお願いしました。








第71号





12月15日


２０１０年








岩倉さんは、司馬の「昭和天皇には戦争責任がない」という言葉に疑問を抱いたことが、司馬作品研究の動機になったと話し始めた。


司馬作品の


特徴


司馬作品にはいくつかの際立った特徴があるとして岩倉さんは、①過剰な読者サービス（司馬は「小説はおもしろくなければならない」と主張）、②英雄（天才）主義、③「栄光の明治」と「暗い昭和」、④余談の多用、⑤恣意的で勝手な事実選択、等などを指摘した。


例えば「竜馬がゆく」では、「大政奉還」を竜馬が中心になってやったように書いているが、他にかかわった人物がたくさんいるのに、これは事実と違うではないかと･･･。


｢坂の上の


雲｣執筆の


動機


司馬は、六〇年安保の学生運動に不快感を持ち、また戦後の歴史科学の歴史の見方を非難している。司馬は、健康で偉大な明治の、自分の運命と国の運命とを重ね合わせた初々しいナショナリズムを、戦後の若者に伝えたいと執筆した。　


海老沢ＮＨ


Ｋ元会長の


放映執念


海老沢ＮＨＫ元会長が、二〇〇一年（「慰安婦」改編問題の年）に放映権を獲得。一七億円使う。一分一四〇万円に相当。ＮＨＫが「混迷の日本人に勇気と示唆を与えたい」と張り切る。放映意図はここにある。


小説の


特徴


１、明るい面の強調。･･･合理的精神の快男児（秋山兄弟など）の活躍・国際法「遵守」等の過剰評価、朝鮮・中国への優越意識、ロシアの後進性強調等。


２、歴史的事実の恣意的選択。①重税、足尾鉱毒、女工哀史、②江華島事件（日本海軍が江華島を攻撃占領した後仁川に上陸し、朝鮮に不平等な「日朝修好条規」を押し付けた）、閔妃（ミンビ）暗殺、略奪・虐殺、③朝鮮・台湾での抗日闘争、④旅順虐殺、旅順港閉塞失敗等、暗い面は書かない。これこそ「落としもの」だ。


｢司馬史観｣


司馬史観は、「坂の上の雲」第一部「日清戦争」の章に凝縮されている。それは「帝国主義の時代は、植民地になるか帝国主義になるかを迫られた時代であり、朝鮮を他の強国にとられた場合、日本の防衛は成立しない」「日清戦争は善でも悪でもない」「日露戦争も日本防衛戦争だ」という考えだ。この考えは、「新しい歴史教科書」の執筆者、西尾・藤岡氏らに大きな影響を与え、その先達になったといえる。


　質問・話し合いの中で、この放映は若者にはあまり受けず、影響がないのではないかという意見が出されたが、かっての軍国主義教育に洗脳された経験をもつ私としては、手放しでは安心できない危険性を感じている。　（近田三男・記）








E-Mail：choufu9jou@yahoo.co.jp


WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html
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